
柳瀬ダムの予備ゲート新設工事のため、ふだん柳瀬ダムに貯留して
いる水の一部を新宮ダムに貯留することで、柳瀬ダムの貯水位を低く
保ちます。

この運用により、銅山川3ダムの総貯水量が減ることはありません。
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予備ゲート新設工事とは？

貯水位が高いと…
貯水位が高くても

定期的な点検ができる！

予備ゲートを
設置すると

柳瀬ダムには予備ゲート設備がありません。
完成後64年が経過し、ゲート内部で劣化が
確認されており、定期的に大規模な点検や修
繕工事を実施するためには、予備ゲート設備
が必要であり、そのための工事です。
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